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冊が，没後まもなく杏雨書屋（現 :武田科学振興財団杏
雨書屋）へ寄贈された 8  9。
印文は図 4「藤浪氏蔵」と図 5「乾々齋書屋」。乾々齋
書屋は和紙に押したものが蔵書票として貼付けてある。










































亥災後所得」は癸亥災即ち大正 12（1923）年 9月 1日
図 4　⑥藤浪氏蔵
図 5　①蔵書票　乾々齊書屋
 図 6　②春城清玩 図 7　③珍 図 8　④癸亥災後所得
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の関東大震災後に入手したもの，の意である。「購書歴」





















































援学校）が，明治 18 （1885） 年に私設から文部省直轄と
なる前後の文書「雨宮史料」があることが分かった。
 図 9　⑦雨宮印第一丁表 図 10　⑨雨宮印裏表紙裏
市島春城旧蔵『異疾草紙』が東北大学附属図書館医学分館所蔵になるまで 75
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明治 17（1884）年 6月 2日，廃官にあたり，江川家
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政 12（1800）年多紀元簡（桂山 宝暦 5-文化 7，1755-
1810）が姫路の絵師仲野永舟に依頼して模写し，さらに
二筆目の奥書により，嘉永 7 （1854） 年に子の多紀楽春























































47　京都国立博物館．病草紙（やまいのそうし）．https://www.kyohaku.go.jp/jp/syuzou/meihin/emaki/item04.html（参照 : 2019. 1. 8）
48　 武田科学振興財団杏雨書屋編．杏雨書屋所蔵病草紙模本集成．武田科学振興財団，2017, 310p.　所蔵する「病草紙」模本のうち 8点
について，図版を掲載し，解説している。
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天保 10, 1787-1839）54の手紙約 40通を購入した。その整
理を山形先生と一緒に入局した大久保諶一が担当した。
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昭和 6（1931）年 10月　第 1回医史学講義：富士川游
昭和  6年 10月 21日　富士川博士を囲む医史学同好会
懇談会
昭和  7（1932）年 5月 14日　東北帝大医史学同好会発
会式
　会長佐武安太郎 65
昭和 8（1933）年 10月　第 2回医史学講義
　富士川游「日本医学の変遷」



















昭和 14（1939）年 10月　第 5回医史学講義
　藤浪剛一「医師の地位の変遷」
　　　　　  「徳川時代の洋学」
　　　　　  「絵巻物に現はれたる疾病」 
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て感謝に堪へず 72。
















昭和 17年 11月第 7回医史学講義
　山形敞一 「日本医学の発達とその特質」75  76
石井記事では，市島本の贈呈を「徳川時代の科学者
の苦難」講演の前後であろう，としているが，上により，
「徳川時代の…」は昭和 8年の講演であり，昭和 14年
の藤浪講演のいずれか，山形先生が記述された順番通
りに講義が毎週おこなわれたのであれば「絵巻物に現
はれたる疾病」のあと，まさに疾病の絵巻物『異疾草紙』
が贈られたということになろう。
6．結論
山形敞一名誉教授から当館へ寄贈された，市島春城
旧蔵『異疾草紙』について，来歴と「病草紙」摸本と
しての位置づけを検討した。
「忠房」によって弘化 4年に制作された摸本は，雨
宮中平，市島春城，藤浪剛一が所蔵していた。藤浪か
ら山形先生への昭和 14年の寄贈は，2人の師弟関係を
象徴するものだといえよう。藤浪は医史学講義のため
来仙していた。また背景として，医史学講義による学
内の医史学への関心の高まりがあったと言えよう。
弘化 4年に「忠房」が摸本を作成したのは，寛政 8
年土佐光貞が大舘高門所蔵の「病草紙」を入手したこ
とに端を発する，一種の流行であると考えられる。ま
た画面の順番から，寛政 8年以前の古い状態を残した
ものといえる。
当館では，市島本を平成 29年度末に貴重書に指定し，
永く保存し，調査研究に役立てることとしている。　
謝辞
この調査研究は，平成 30年度東北大学附属図書館研
究振興プログラムの助成を受けた。助成金では国立国
会図書館・江川文庫での資料調査，および市島本の撮
影を行った。市島本の画像データは，当館ホームペー
ジ 77で公開する予定である。
調査では，沢山の皆様にご協力をいただいた。仙台文
学館赤間亜生様，江川文庫橋本敬之様，伊豆の国市中
央図書館郷土資料室小林幸枝様，姫路城管理事務所様，
岸博実様，雨宮様，お名前を挙げて，御礼申し上げます。
また，資料調査中の日常業務，ILLや資料搬送など，
館内のみなさんの協力なくしてはできなかったこと
で，この場を借りて感謝申し上げます。
（わたなべ  あいこ，附属図書館医学分館整理係長）
